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☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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ｍネット・民法改正

情報ネットワーク理事長

坂本洋子さんに聞く

結婚するときに夫婦が同姓か別姓かを選べる選択的夫婦別姓

制度。政府が月日決定した第５次男女共同参画基本計画で

関連記述が自民党によって大幅に後退させられ、女性たちの新

たな行動がまきおこっています。ｍネット・民法改正情報ネッ

トワーク理事長の坂本洋子さんに聞きました。

さかもとようこ ＮＰＯ法人ｍネ

ット・民法改正情報ネットーク理

事長、ジャーナリスト。1962年生

まれ。選択的夫婦別姓のロビー活

動を機に衆議院議員秘書となり、

夫婦別姓や婚外子差別撤廃などの

民法改正にとりくむ。著書に「法

に退けられる子どもたち」（岩波

ブックレット）など。

２
面
へ

「別姓削除させた」自民・杉田議員に抗議、

選挙で審判を 山口県本部

１月５日、新婦人山口県本部代表５人が杉田水脈自

民党衆議院議員事務所を訪問、事前にお知らせしてい

たが不在で、無言の抗議行動をおこないました。「女

性はいくらでもうそをつけますから」暴言に続き、「男

女共同参画基本計画から『夫婦別姓』の文言に削除させ

ました（後に「されました」に訂正）。一安心」とツイ

ッターで発信した同議員。

全国各地で地元選出の自民党議員への抗議と総選挙

での審判の決意を伝える行動を繰り広げています。

男女共同参画基本計画って？

「男女共同参画社会の実現を21世紀の我

が国社会を決定する最重要課題」とした男

女共同参画社会基本法（1999年）に基づ

き、５年ごとにつくられる政府の計画。今

は５回目の計画で、今後、各自治体での計

画にも反映される。新婦人は毎回各地で意

見を提出。

自民党の反対で別姓記述が消えた！

「家族に関する法制について、…女子差

別撤廃委員会の最終見解等も考慮し、婚姻

適齢の男女統一、選択的夫婦別氏制度の導

入…等の民法改正等に関し、…検討を進め

る。」 （第４次計画、2015年12月）



「…夫婦の氏に関する具体的な制度の在り

方に関し、戸籍制度と一体となった夫婦同

氏制度の歴史を踏まえ、また家族の一体

感、子供への影響や最善の利益を考える視

点も十分に考慮し、…更なる検討を進め

る。」 （第５次計画、2020年ペ月）
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